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地震、津波に備える沿岸部 

～東日本大震災の衝撃と影響～ 

 

 

日本不動産研究所 高知支所 

不動産鑑定士 福田 紀夫 

 

 東日本大震災とその後発生した巨大津波の映像は、高知の人々にも大きな衝撃と影響を

与え、人々の防災意識を改めて高めるとともに、住む場所に対する意識にも変化を生じさ

せた。 

 高知県は過去何度も地震による被害を受け、昭和 21('46)年の南海地震でも甚大な被害に

あい、再び予想される南海地震の脅威にさらされている。次の南海地震は震源域が従来予

想された 2 倍の範囲に広がり、東海・東南海地震との連動で被害が拡大する可能性も指摘

されている。 

 昨年 9月に発表された平成 23('11)年高知県地価調査結果によると、地価の対前年変動率

は前年平成 22('10)年に続き全国 1 位で、全用途平均で－8.3％となり前年より下落幅が拡

大した。 

 特に太平洋沿岸部の調査地点における下落幅拡大が顕著である。グラフに示したとおり

東部・中部・西部の海沿い地点（沿岸部で「津波の被害を大きく受けると一般に想定でき

る」と筆者が判断した地点。）の下落率は概ね前年の 3倍近い水準となっており、もちろん

全てが津波によるものではないが、この 1 年間で約－13％～－15％も地価が下落したこと

になる。 
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地価調査のデータを基に作成 

 

H18 H19 H20 H21 H22 H23

地点1（東部） -5.3 -5.6 -5.9 -3.1 -3.2 -13.3 

地点2（東部） -6.8 -7.3 -5.3 -5.6 -8.8 -14.8 

地点3（中部） -2.9 -3.3 -3.7 -5.3 -5.6 -15.3 

地点4（西部） -3.0 -2.3 -4.0 -4.2 -4.3 -13.6 
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県基準地の価格変動率推移
県下の海岸に近い住宅地の基準地を選択
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「高知市の桂浜近くの海岸。遠方は土佐市。」 

 

 地元不動産会社担当者によると、「震災以降、沿岸部の引合いはピタリと止まり、契約済

みの案件はキャンセルが多く出た。ここにきて、沿岸部でもやや海抜の高い物件は少し戻

っているが、（海抜が）低い・（地盤が）弱い物件は、今もダメ。」と、海抜が低く、地盤が

弱い地域の不人気を指摘。 

 高知県では、基幹産業の不振や景気低迷、生産年齢人口の減少と少子高齢化等により、

本調査による地価は平成 10('98)年以降下落し続けており、平成 22('10)年の平均変動率も

－6.8％であったのだが、津波被害が予想される沿岸部における今回の地価下落の程度は極

端で、東日本大震災と津波の影響が如何に大きかったかがうかがえる。 

 防災対策については、県や各市町村が地域住民とともに進めており、新たな浸水予想の

シミュレーションや避難場所の見直し、堤防の改修工事、平野部における津波避難タワー

の建設、また、既存の高層建築物を指定し、緊急避難場所を確保する等の対策に当たって

いる。民間事業者も行政の呼びかけに応えて、事務所ビルや賃貸マンション等を非常時の

緊急避難ビルとするケースが見られる。更に、地震時には自動的にエントランスドアのオ

ートロック機能が解除される機能を備えた民間の新築分譲マンションも初めて緊急避難ビ

ルの指定を受け、地域一体の取組がなされている。 
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「中心部も海抜は数メートルで、川伝いに遡上する津波対策が必要だ」 

 

 また、産業界でも地震に対する備えが進められ、県内大手食品会社では従業員の安全確

保等を目的に本社機能の高台への移転を実施し、工業用素材メーカーでも事業継続性の確

保のため製造拠点の他府県への分散を予定している。 

 津波被害の記憶はまだ深く高知の人々の脳裏にあり、当分は高台人気が続くだろう。 


